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Hiroshi TAKEDA : STUDIES ON THE PERIODICAL SECRETION OF THE ALLURING

SUBSTANCE OF THE ERI-SILKWORM MOTH (PHYLOSAMIA CYNTHIA RICINI), II.

SECRETION OF THE ALLURING SUBSTANCE 

IN THE CONTINUOUS LIGHT AND DARKNESS.

・噸燃酬微の分泌に鞠・膚鰍態に細は，鋪1ま隔ど鰯濁禰械㈱分泌
活動が極めて盛んである。即ち，誘引物翼の分泌1こ，明らかな日週期活鋤が認めら2Xると置うことに

凱ては説に糖磯（伽fl・ユ鋤・而して，贈烈1毫曙引梛紛泌の週媚舌動に，働物に

購れ硝欄棚・・購・タ堺1廉f物馴骸イヒに儲しな噺鋤湖1が，聯総るかどうか旗
うことは，働て興嚇糊臆であるtt“・’・る。私は，醐睦勲の別なく，鱗一醐（20。1、、醐尺

態にお吋魏創こ於ける・綱物質の分泌灘につい℃劉勲そ預規ころが，・噸蜘こ於ける

誘引膿の分泌は・繍縮1こ於ては，椰1（轍9～Xl時，午前3～嚇）吻論呪と，露間（午前9

～U時，午後3～5日寺）に於ても，盛んに分泌活動が行われゐ。

　又，恒明欣態に於ては，鍵間は勿論のこと，分泌活動が極めて盛！レな褒間でも，殆んど分泌活動は

行われ齢で1そ傭鋤が抑止されることがわかつた。購湘然1伏態に於け礪引物齢泌の醐

性は・離魍明騰に・醐馳おくことによ・・）－C，変化するもので励，騨週雛は鋤られな

かつtaっその結果について報告するo

　本研究を行うに当り，御懇驚なる御敏灘を賜つナこ蒲生俊興博士，並衡賀久雄博士に，有釜な助胃を

賜゜t八木徽博士・並蘭肝博士に・磯に対し常に御重鋤を恥焔漱購士に，又絡始
轍をともに熱心に行つて下さつtt田申一行氏に対して謹んで齢1の意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　材　1料　　と　　隻｝　験　　方　油

1）・欄脳゜年8月滴鰹に於て鵬しt…6ので，齢後は，25・c，75～77％の獺下に搬
4呆1誕しプこ0

2）・分泌濁の顯方法とし一c・et・・，私が，緬・畷等・糊腺燗す婦究で漸に行つてい

艇轍翻鴫即ち誘引腺灘喬馳購して，そ纏麟で糠1・すり一・・．・・し，　rkで所輝

に礫しその繍蔽珀餌とつて灘胸触肢に澱せしめる．こ嶋合に撒が，徽礪
引墾を澱し・醗蹴して白餌1・itrつくも・・を購し混認め湘範も動か鵬白餌に

も近つかな蝿のを漁購としt・而して，分泌翻の鰯は，酬腺・1周㈱して諏購砿
の鐙と雄蛾の反応数とによつて決定した。

に膿憩錨理墜1醐す囎液楴と講縦の巨脚・鴫・分間内
讐！誘引卿酬鋤の欄1・，・・’5・・・・・・・・・・・…，…，…，　・，・・…．・しtc。
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5），働剛噸の巽験は，朋祐2田前より蝋を暗箱1こ入れ，璽にそオ磁黒V・布で包んでおき，化蛾褒

も引続き，霞夜の別なく爽験時間濠でその象」鵬撒態としておい旗。醐し℃，爽験特だけは，その操

作と及応とガ溝くわかる程度に明るくしナニ。

　恒明朕態の実験は，朋化2同前より蝋凝，融夜の別なく憩OWの蹴球サO照明し，照度鶉00】・、1xのも

とに保護し，化蛾後も引続き霞夜の別なく，常に明⑫001・職）ラ伏態に鱒険時間まで需V、ナ恥　　　　　　v

　6），輿験は，恒曙，恒明状態とも，午前9～Xl時，牟後3～解暗，午後9～：t↓時及び1蛸脚～昼暗の41

回に行つた。而して，雌蛾：1頭の誘引腺に対しては，雄蛾：LO醐嗜計胴い㍍。

　7），実験は22°C，75～77％の源灘度の鎭で終始行つ弛）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊　　験　　結　　果

（1）恒屠歌態に齢ける分泌活動

　恒囎懸態に於て，券瞬刻別（午箭9～：ロ時，午後3時～馴善，牛後9時～↓節脇弗ilfl　3～慕時）の冊

泌活動を輿験した結果は，次のym　・〈である。

　　第1表轍9時筋1塒の間に力峰ける雄蛾mp反鰍と齢聯　　働爵歌熊に於け為，禰嚇力’

論灘『ヨ満…；r「蔵郡薦・6‘”揃頭£鵬紹襯熱肇誘
｝…’ @L糟　…・16‘　16ti⑪▼Iiδ116’　『io－1三〇　Io　泌活動が極めて微賜な時劃である

　　　2　1・1。1。…1。・9、81・6にもカ・かわら郵嘱舘働℃

　　　－i圏1墨量劇覧雛灘灘難総
鞠貼数｝1・P・い・II・｝・i81…1…1・・8で98％5・t・－7。・・e．軸％

鞠反蝋％）il・・…1・・li・・11・。・98　i　94　i・・i88・…（）ec・融て6・8ES％赫しt・

”一一＋t－7’Tt…M…甲一Trmrr”m’－r　r．”　”t’．rf．”“’－tr’t’me｝t’ny－　……榊』”．｝……’一””’曽一””t@W－“闇… @i火に，恒暗撒態に於けゐ，午後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3時から5蒔の間に於ける墜験の儲果を添すo

　　　第2表午後3時から5晦の閥tC於け調1蛾の反旛数と　7fS均反応率　　第2衷により明らかな如く，舛

嚥欝町1．｝至．11置亜1璽嗣置1唖瓢灘撫騰釜£瀧
1

2

3

4

5

物反応矧1・i・・！1・い・い・i9・・｝・・8i　9・・6はエ・・％，5…－7・。，。．で9畷

属薦奉面1薔『－il661』1・δ匝「g89陣中一「露曲・，…ce．・k・於ても・6％であつナ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i次に恒曙釈態に於て，午後9時

から11時の間に於て行つ江異験の結果を示すと第3炎のとおりである。

　第3表によれば，雄蛾の耶均反応率は，稀釈量700ce．までは何れも100％を示し，1，0〔〕O（to．に於て

も90％である。即ち，午後9時から11時の間に於ける分泌活動は，極めて盛んに有われていること

がわかつナこ。

拠こ・騨1購で・午昨塒から嚇の問に於獅つ懐験の結果は第温勤と駒聯つ福

1・i1・11・一・i1・1・・1・な時刻であるにかU・らす・矧も
10　i　10　1　10　1　io　｛　10　1　10　「　10　’　10　　後も弓i続き唱寳鍾尺態としり℃お4）’　es’，
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蜘蹴、・・J＿1．．1’P．　．1．．1°°12°°13°°－1°°、讐゜｛1，lll賜醐騰鞠灘

＿肇皇製i遡か塑1鞭・鰻醐駆騨父・槻榊第燃・二∂・姻轍勲轍、
＼灘（ae）11。1 堰|，∴一〒∵1』　…tt－「…’：講力、ら・渤燃け・謝

1　　　101ユOI10　1010’10iIO
2　　10110　10　10　10　1。’il。
3　　－0…10i！0　10　！olIOho
4　　11011σ101ioilrエロ0ほ0
5　　『10‘10・101toIloi1〔〕；10

正o　ることがわかつた。即ち，維蛾の

9勒反応違韓は，稀釈即，〔｝｛｝〔｝。，．に

6
　　おV・ても96％であつた。10

10　　i爽に，曙歌態に於て谷「酵刻別に

2iS均反J’i宝数1孟0110il（，｛10！1（，・エoi10｛9　　　　　　　　，一・…・ sつた鑓験の・ZF均反応弗為　第

薇繭亜蓮亙匝1虻庚匝煎撒鷺贈」ヒ概と
　第4衷午前3r｝諦、ら5時の間に於ける雑蛾の反応数と挙均反搭摩　　第5農によれば明らかな如く，

難蛾燃別　．、li　　I1、7°°ほ，°°°は禰∫・脚。…で1許前9級1
　　　1　　110　　8　　819’，918　　818　時，午後3～5臨午後9～ユユ時は
　　　2　　　　10　’　IO　　10　　10　「　10　1　10　　10　1　10　　ともll：】0〔｝2513，　有al）’fs　3～5時・をよ

　　　3　－・1・1・〕1・1。II。　i　1・11・96％であ錬認，1，　ooo，。．の
　　　4　　－0’10110　m　101　10・1。：　10　稀釈澱に於ては，午雨9～エエ時は

稀釈即、。1，，－1。。12。。i，認1，。。　！　澱墜劃に於けるz幽反ノ齢

．－S
D，．

P．！C°

D1°黶Kli°1：911・1・lm89％轍3－・，猶前、一嚇
勒反墜LユL劉％睡，い・c・i蛎源・1・．磁とも｝…隅午後・一…蹴

麸鋸塗時刻’＼＼1　　1　　1　　1　　1　　　　　，　　…　　　　　　　　　　　　　　　」o

型璽甦靴璽烈叢一馳撫ユ乏・・⊥・巨」艶脇勧ミしナ・・而し澱劇
　　窮職騰繍。於・蹴捌。挙賑葱。薦肺門㎝…鴨別卿」勾賄鞠謙襯2°°・・
＼騨・㏄）’…、。臨。。・、。。1，。。15。り、7。。…1。。。ぞ、；：：1藷盤鰐馨諜％

　　　　　　1　　　％午前9周寺～11時…「10f，

〃，9・．］i　llOO
　　　　　　　午蘭3　～「p　　i｛OO

10。1！00「100°i9ポ刊94「94’el　88％　　．．．

1・・｝・・・・…11・。ll。。11。。1，。・・嚇前・－5…Y」）は嬬のこと，

・・ P％－1・・｝96｝％lg6i・6㈱臨こ於vC分泌醐の働て

駕＿＿ 刀A　r」．r．＿＿”“，　　f｛；　　騨i　　．　　この輿験の継果で明らかな如

tr一後・一・D。。1・・1…1・。。1，。。198…98｝96く・醐欝期夜闇（午後9一

謙藩避響1㍉1驚驚讐1饗1警響詳鷲苫撫途養毒繍

ag均」虹巴．L讐試烈二璽．愛⊥望2麺鐸講澱1癬粥幽雰陵

・　　　　　　　　1－一一L…一」一…－1・L＿＿．＿＿L＿＿＿し＿．＿L＿＿動の微翔なる鍵聞（午蘭1）～ユ1時，

凱II蹄謳II溜別なく騰におぞと分泌灘
1・°……一｝。・・i。一午後・一・時）でも蛾磁夜の

4　　　　0…　0　　01　0101　0　　0，　0　盛んに行われ・肖然歌態に於ける
S　　　　oi　O　　oi　oi　O1　0！　oI　O　が如き分泌遡期を示さなかつた。

鞠反職L吐鰻1…1・団1・「流一（2）翻些態剛ナる分泌活動
肇墜・％）国・πrじ「『 ﾂ1・1・男弓化2日前から山1睦恒明（2°°き

卿興く醐（2°°T・U・）lbl・態a・嚇嚇U別の分泌鋤・就て縣・翻脚棚醐あ、1
＿　　　　一＿．一一一＿一．．．＿一＿＿．．．t－一＿＿＿、『、．＿．一．一　．．．＿＿＿＿＿＿ux）歌態1こおき，化蛾後も引続爵霊
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　この爽験の結果で明らかな如く，分泌活動は極めて微弱であつ櫃。即ち，！1意均及1芯葬竃は，稀釈瀧

10c（］一で8％，50～100ee．で4％を示すに過ぎない。耐して，20〔jee．以上の稀釈澱に於ては発く1幻’捧

を示さすO％であつたo

　次に，午後3晴から5瞳の閥に於て行つた爽験の結果聴示すと第7表のとおりである。

　　第7衷　午後3時からう聴の間に於ける雄蛾の反応数と耶均反欝嶺　　　この輿験の紬果午後3時からほ

賑綴麺「璽1璽隠・・画・嬉1，…陰簾難雰瓢靴
一’m…

諱h mil訓1叫6　iiIIlぼ1鉱惣驚戦鴇轍1：

　　　1隠一1蹴棉ll：潟1戴、凄鴛謡膿羅，器、，
一．＿2．＿°…°＿叫・．…°．一ぽ…°さす・％であOf。

．碧・駆・鞍11・…1・・41・・　・i・i・　・次1許後嚇力、ら購の1隙

型竺豊％）il41・いい…1・i・1。1げ於け蕨験の糸線は箆に飛すとお

雇蒲兜い・｝・・回・・1・｝…1蜘・1，・…歌態に於て購引物勲分泌活動

　第8x早画駆ボπ隔薔砺翫客系痴薦灘；爾灘蕾りである。
。篇＿譜篇．t、．，、，　．諾．一．．．＿＿．．…＿＿．．一　：．一．“－t．．甥＿謬．㍑。二．”　第8談で旗されゐとお砺　肉然

一一L」312L三⊥⊥L2－L⊥L幻。⊥かつ煽㈹℃撚の別なく雌

議鋤ぞ［睾讐皆矧÷畷lll雛態蕪
摩は，稀釈盤10ec．で6％．50ec．で盛％，10（1～200c，e，で僅かに2％を示すに過ぎなく，30C｝ec．以上

に於ては至く反応はみとめられす〔｝％であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　頁に明撒態の午前3時から5暗の間に於ける輿験結果は次のとおりである。

　　第職・醐3時から塒の間剛季ける繊娠臓と鞠賄・郵．このμ欄1こ於け膿験嚇繰

嶽欝惣1・i・一・國・・吻i…／…6鷺黙億轟灘讐§
　　　　1　　　　・　2　1　i　　　O　　　O　　　O　　　O　　　O　　　O　　時Sllj（午喬自3～5　H善）に：もかXわら

　　　・　。i。・…　　－1・一釦・ヒの鵬殆ん翻㈱醗
　　　3・1・1・…・。…　一・｛・泌して臆呪とがわか欲謂
　　　4　　　　2　，　1ttl　　i　　〔｝　　0　　0　1　0　　して，第8　ptの結果と岡様に，明歌

，，一一，．．一一一一烹一＿1、∴し1＿g　o漁，o⊥9．、．飢態に，勲o）別なく燗鞭おくこ

勒璽選⊥L…い・・L9二霊．乱LL⊥L9一と醗瀕舌鯛幡・ものであ
第腋騨（…レ・、・i・i・i・｛・i・1・ること瀕とめられt…lzpち職

　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の畢均反応i挙は，稀駅爆：XVae．で1〔｝

，％駈Oee？で4％100～200ee．で僅かに226であつナこ。禰して，300cc．以．1：に於｝すは壼く艮応がみξめら



Ii’／、．猷・：・擁・い｝1・sl　〇…鰐・蝋麟・灘し，・・。・e．に榔

一・購後・一職轍・一・襯もに・タ㈱鵡，。鵡識號野姦盤
がみとめられなカ’°t　eこの爽験力・らわか婦おり，欄臨！腋の別なく囎態におくと訓こは趨閻

（禰9～1塒）　“r“後3～嚇）は勿論のこと，燃1離に於一じ分泌欄・が働て盛んであ確間（犠

9～11臨午前3～嚇）でも，分泌活酬よ獅て鰯聡・ることが覗めら隷謂ぼ，離鰍
態燃で，明らかにみ勘られナ・誘引擁賜泌のmo期灘は瀬なかつナ，。

騰・醐縮と酬鞭の分襲必活齪嘱黙上曝験のと蕊りで，鰍縮で謝【瀕の分
泌が勧て耀であ磯間でい貨膿で騰んに分泌醐捕い瀞ヨ繍こ於ては傭然総で誘
引瀕の分泌が働て盛んな糊でもその分泌活蹴働てそ鰯砿，つナ，。從つて繭然騰にt」

ける誘引物質分泌の姻期活動は，日需撒態，明歌態の何れによつても変化を來し丸ことになるから自穣

廻期性の存在はみとめれなかつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察

㈱鵬動の灘賭動醐しては多くの蹴がある。而し℃珈・（1906～19ユ0・は鋤吻ρゼ
alnft｝こ於て・1hCKS・N（11）1〔｝）はAl，！3f・・翻・1こ於て，週期濁順鶴醐性の禰を認めt、，

その後PARKE・α917）醐律週馳購在し齢と幸購しナ・。森（エ943），1職（1939）等酪劉1察

腸動物の日週期活動に於て，膚律週期性は襟在しないと報膏している。

」1（　PARK　（regtaO）はウミ・・s＞rf　－ltボテンの研究によつて，その臼醐醐1こ断闘雛雌欝るこ睦

認めナte

期後諌（磁3～1951）は’ウミシヤ滞ンの脚鷹動の研究に於て朔らカ・な硝襯醐性の
存在することを認めて，詳細なる報告を省つている。

然し貼に於ける誘引蠣の分泌濁｝こ週馳が存在すると云う研究はない．私は，1騨陀。マ

蚕蛾備燃態に於C誘引瀕の分泌に当朔らか畑週媚鋤を示すこ睦購しt，。購，。
マ蚕蛾は誘引物質を夜間盛んに分泌するが，霞闇は殆んど分泌しない。爾して，雄蛾の誘引物質の感

受灘に雌夜によつてesがみとめられな噂のことについては，前樹畏告して抽ナ、。（竹N，、1950）

然喫ざ・窮化2隅前から輔を・恒暗，〕阻明（・D・OOT・ux）駄態にiおき化蛾後も引続豪1暦，明歌態としておい

鵬合にも誘引倣の分泌翻こ演鰍態においてみとめられるよう紛泌濁の糊性が擁
するかどうか，即ち白律週期性がみとめられるかどうかと云うこと捻，明らかにし旗いと思いこの箋験

を行つtr。その紬果は上の婁験でわかるとおり，ヒマ蚕の瑠蛾を暗歌態におくと，肖然歌態に於ては

分蝋動が働てそ耀鰹闇（4：Tltr　9～工塒・午後舗時）でも液間く轍9一工塒，午前舗時）と

　　　　　　　　　　竹田：teマ蚕蛾の醗引物質分泌の迦期性に関する研蛇　（第2…報）　　　　　　　　　2貸

れす〔｝％であつナこ。

次に・1酬燃に細る嫉験麟J別の鞠反応継を灘畷から郷裁よつ一ctil較筋と，下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表のとおりである。
＿製o鑑璽明禦牲互竺豊時聾捌7陶即齢砒較　　　　　　郷（麟…によれば恒鳴1尺態に於け

壷謹贈竺：IF・1闇病1三｝・隣満漏；碕滞下・；5餓素駿難1忽灘鷺襲1、

舗な9馴時i8　”；…♂i・・9貸咤ξワr・勝1「6’ρ3；叩6死畑よ8％，　tF・’tla　3～嚇は・螂，
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変りなく盛ん1こ分泌活動が1コわれるもσ）である◎y，ヒ即蕪蛾の疇1然脚1揺に於ける，lt翻i物質の分泌

活動週期は誰夜の別なく醐睦i謝伏態1論く証によつて，変4睦獅ものであるから，このこと

からみて，ヒマ寮蛾の誘引物質分泌活動1こは，自彿澗期性が一P－・応｝よ雑准しないものと瀬死られる。從

つて，暗歌態は，その分泌活動な刺戟する方向に働くものであると思われる。

次に潮炊態に雌蛾齢い弛揚合は趨夜の時烈こ関係なく騰1糊（牟前9～11臨午後3～嚇）嫉

勿論のこと，自然1伏態に於で分泌活動が盛んである夜間（午後9～1ユ蒔，午諮3～5特）に於℃も，分

泌灘は働てそ鰯である。y．，・畷茎の1醐職腋の別なくlva（畑L・め騰におくと・燃縮

に於て示しナご誘引物質分泌の遡期性は，示さないでi変化するものである。この結果からも，肉律i週期

性の存在はみとめられなV・ものと思われる。從つて，明歌態は暗欺熊と灰対に，誘弓1物殿の分泌活動

を抑止する方向に働くものであると思える．b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　以上のことから藩えて，肉然状態におけるヒマ蚕蛾の誘引物質分泌の遡期糧iは，暗1伏熊，明櫃態の

何れによつても，変化をおこさせることがβ：1來て，その遡期性は失われるものであるから，従つて肉

律週期性は存在しないものとみとめて藻支えないと思う。而して，慮然撒熊に於て㎏噂蚕蟻が，誘引

物質の分泌活動に週期性を示す原因は，光の皮配によるもののように聴えられるが，このことについ

て齢圃はそれ醐れないで諏めて斗賄しt・V・と思う亀

　備，その後の輿験で雌蛾のll蜀肢が，誘引物質の命泌週期と窃楼な関係をもつこと（竹既1S）51）や，

分泌活蹴の刺戟と抑止に光が極めて了政要な働きをなすこと（竹田，工951）簿について明らかにし・その

大要は既に発衷したが，この結果と，誘引物質分泌の翅期性が変化する上の契験との闘蓮について

は，ここでは触れないで別に報告する予定である。

　伺叉，暗欺態が分泌活動庸刺1；elし，明状態が分泌活動を抑止する機構の詳細に関しては，目下築験

中であるから，いろV・ろの推測は避けでおき旗いと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　要

　（1）　ヒマ寮蛾をi謎夜の別なく貨副伏態及び明欺態（：“（｝OT」nx）においナこ揚合には，ともに，肉然状態に

於て示し＃誘引物質分泌の週期活動はみとめられない。即ち・霞夜による誘引物質分泌の遡期織鳳失

われる。從つて，自律週期性はみとめられない。

　②　雌蛾を恒喉欺態におくと，液間（午後9～11時，午箭3～5時）は勿論のこと，鍛閥（午前9～11時，

午後3～5時）に於でも誘引物質の分泌活動は盛んに行われる。

　（8）雌蛾を憧明（200Lux）状態におくと，叢聞（午前9～11蒔，午後3～ぢ時）は勿論のこと・夜

間（午後9～11時，牛前3～5時）に於ても誘引物質の分泌活動は極めて微弱である。

　④　以上の結果により，1謝快態は誘引物質の分泌活動を劇戟し，明欲態は分泌活動を抑止する方向

に働くものであると思われる。
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